
甲　　陽　　だ　　よ　　り第 81 号 平成22年3月5日 （1）

的には余裕があるかに見えます。
しかし、繰越金も減少の傾向に

あり、この余裕のある間に、同窓
会の財政安定化への次なる策を構
築する必要ありと考えています。
なお、今後とも一層の経費節減の
追求と、将来を見据えての会務の
合理化を進めます。決して、阪神
大震災当時の赤字財政には持って
いかない覚悟でおります。

＊　奨学金制度について・・・・・
この制度は、奨学資金１億円を

目標に発足しました。現在の拠金
額は5,000万円弱で、目標額を目指
して厳しい経済環境のなかですが、
委員の皆さん方を中心に募金活動
を頑張っています。
在校生の中には、家庭環境の激

変もあり、同窓会以外の奨学金の
受給者が増えてきたやに聞いてい
ます。同窓会として、受給枠や支
給額を増やしたいと考えています
が、現在の拠金額ではままなりま
せん。
母校は、卒業生・在校生から寄

付を募らないという誇りと見識を持っています。同窓会
の奨学金制度は、母校に貢献できる数少ない道でもあり
ます。皆様のご理解とご協力を、ここに心からお願いを
申し上げます。

＊　自分に思うこと・・・・・
たまたま甲陽時代の古いノートを紐解きました。その

中に、江戸後期の儒学者・佐藤一斎の「言志四録」から
の抜書で「少にして学べば、壮にして為すあり。壮にし
て学べば、老いて衰えず。老いて学べば、死して朽ちず。」
の文が記されていました。
その時は、何も考えずに写しとったものと思いますが、
今この一連の文章を読み返しますと、勉学は一生のもの
であり、何か昨今の「生涯学習」を示唆しているように
思えます。老いての勉学は、脳の活性化にも繋がり若さ
への活力とも考え、新年にあたり心に刻みつけました。
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同窓会会長　有田　和男（31回） 
少にして学べば、壮にして為すあり 

＊　はじめに・・・・・
新しき2010年は、経済危機の渦巻く中で、更なる苦難
の道が予見されます。そして社会的弱者には、より厳し
い新しい年を迎えました。我々は、現在の政治不信が渦
巻く中、大きな「変化」を求めて、再生への希望と期待
を政治に託していますが、まだまだ道遠しの感がしてな
りません。
その理由の一つに、政府の経済政策には「海図なき航
海」と云われているように、日本再生への確とした戦略
が示されていません。
このことを考える時、「今後の我々の同窓会は如何に

あるべきか」に思いを馳せざるを得ません。時代の急速
な進展と共に、同窓生の持つ同窓会に対する価値観も多
様化され、その求めるところも異なって来たように窺え
ます。ここに将来への展望を、新しい感覚・新しい視点
で見直すべき時かと思わざるを得ません。
これなくして「母校の発展と共に歩む同窓会」として
の存在意義が薄くなるように思います。このことが、新
しい年度で追求すべき課題と考えています。次代の同窓
生に託す課題とも思っています。

＊　同窓会費の改定について・・・・・
昨年の４月１日から同窓会費（年会費）の改定が、実
施されました。当初は、年会費の増額により会費の納付
金額が減少するのではないかと心配をしていました。然
しながら本年度の同窓会費の納付状況を見ますに、昨年
12月末現在の会費収入状況から、本年度末においては会
費収入の予算計上額840万円は達成できると予測が出来
るようになりました。
しかし、その納付状況の実体を検討しますと、納付件
数の減少は否めず、お願いをしています終身会費への切
り替えも、件数的に伸びていないのが実状であります。
この実体を下支えしているのが、年会費の増額により
新卒入会金・新卒年会費・新卒終身会費の倍増された納
付であります。この会費収入なくしては同窓会財政は成
り立たなくなりつつあります。この状況は、まるで若
者に依存する国の年金制度に類似してきたように思え
ます。
これは年金問題と同じく、決して好ましい状況とは思
えません。同窓会財政は、当面のところ一般会計のなか
で、昨年の12月末現在で繰越金1,200万円余があり、赤
字対策のための新基本金1,800万円の準備もあり、財政
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毎号毎号同じようなお願いばかりで恐縮ですが、今
回も奨学金ファンドへのご協力をお願い申し上げます。
このファンドは、平成17年度から募金活動を始め、

翌平成18年度から母校の在校生への奨学金支給を始め
ました。奨学生は、定期採用６名（各学年１名）と緊
急採用（中学２名まで、高校２名まで）で、その選考
は母校に一任しております。現時点で、今年度は９名
の在校生に奨学金（１人年間20万円）を支給いたしま
した。また、平成18年度からでは延べ28名の生徒が本
奨学金を受給しています。
本奨学金制度が母校と在校生にとって有意義なもの

となっていますことは、下に掲載されている母校奨学
生選考委員会からの「謝辞」でお分かりいただけるも
のと思います。
この奨学金制度を永続させるためには、ファンド資

金の充実が必要なことは申すまでもありません。将来
的には１億円に、当面の今年度末までに醵金総額5000
万円を達成したい、という目標を掲げてまいりました
が、昨年10月末時点で醵金総額は約4530万円となって

おり、目標に達しておりません。
回生別の醵金者数、醵金者率を次頁下に掲載いたし

ました。回生によりましては約50％の醵金者率になっ
ている学年もありますが、多くの学年では数％にとど
まっています。醵金方法は下の通りです。一口１万円
から何口でも結構です。また、一度ならず何度も醵金
下さる方も大勢いらっしゃいます。大歓迎です。なお、
税法上の寄付控除の対象にはなりません。
皆様ご存じのように、母校甲陽学院には、保護者・

卒業生からの寄付を募集しないという誇り高い方針が
あります。そんな中で、奨学金ファンドは、同窓生と
して母校に貢献できる数少ない機会の一つです。皆様
のご協力を重ねてお願い申し上げます。

○追記○　平成21年度の甲陽ファンド管理委員会委員
長として募金活動に尽力された金井孝憲氏（40回）が、
去る２月４日（木）に逝去されました。謹んでご冥福
をお祈りいたします。

同窓会の皆様のご厚意により、毎年本学院生徒に対
して奨学金を給付していただいていますことに、心か
ら御礼を申し上げます。
同窓会からは、奨学生の選考については学校に一任

するとのことでしたので、公正を期するために校内に
奨学生選考委員会を設けました。委員には、校長、副
校長、教頭、中高教務主任、中１から高３までの各学
年の学年主任があたっております。
奨学生は基本的には各学年１名ですが、これも同窓

会のご厚意により、今年度からは別に「緊急採用」と
して中学２名、高校２名の奨学生を採用してもよいと
のお申し出を受けました。重ねて感謝申し上げます。
今年度は、各学年１名の定期採用奨学生とともに緊急　
採用奨学生を３名、合計９名の奨学生を選考いたしま
した。
昨今の社会情勢のなかで、甲陽生をとりまく生活環

境は良好とばかりは言えません。折りからの厳しい不
況、会社の倒産・失業、家族の病気、両親の離婚、養

育費の滞納など、さまざまな事情を抱えた生徒たちが
います。今年度は、保護者の急死による「緊急採用」
も行いました。一昨年には、高校卒業を目前にして授
業料の納付が困難となり、急遽「緊急採用」を受けて
無事卒業できた、ということもありました。同窓会奨
学金以外の他の奨学金を受けている生徒も高校で10人
余りおります。
一方で、平成18年度の給付開始時に高１として定期

採用奨学生に選考され、３年間同窓会奨学金を受給し
た生徒が昨春めでたく京都大学法学部に現役で進学し
たことなど嬉しい知らせもあります。
このように私ども甲陽学院中学校・高等学校にとり

まして、同窓生の皆様によるこの奨学金制度は、かけ
がえのない貴重なものとなっております。ファンドに
ご協力いただいた皆様方、ファンドの管理にあたって
おられる皆様方のお志に厚く御礼申し上げます。あり
がとうございます。

卒業生と母校、在校生を結ぶ絆 

奨学金ファンドにご協力を！ 奨学金ファンドにご協力を！ 奨学金ファンドにご協力を！ 

�������������������������������������������������������������������������������������������

［醵金方法］ 

（１） 
 
（２） 

同封の振込用紙を利用し、通信欄にファンドへの醵金の旨を明記して、郵便局もしくは三井住友
銀行の「甲陽学院同窓会」の口座にお振り込み下さるか、 
三菱東京UFJ銀行芦屋支店　普通口座3998990　口座名義　甲陽学院同窓会奨学金ファンド　に
お振り込み下さい。 
（2）の場合、振込人の卒業回生が分かるようにお願いします。 

甲陽学院同窓生の皆様へ　　　　 謝 辞
甲陽学院中学校・高等学校　

奨学生選考委員会　
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19回 石井　賢治
23回 南方　龍雄
25回 高田　典雪
27回 光野　　昭
28回 勝部重一郎
29回 小西　博夫
33回 杉原　喬生
33回 山田　正照
33回 若田雄太郎
35回 尾山　啓二
36回 但井　浩二
38回 糸田川雄三
38回 江�健一郎
38回 鶴田　和成
38回 羽田　英彦
38回 藤原　康雄
38回 細川　幹生
38回 水垣　　健
38回 三木　則夫
38回 三戸　孝雄
38回 佐藤　康人
39回 加輪上敏彦
39回 多田　昭次
40回 安藤　順夫
40回 井邨　晃之
40回 内田昭太郎
40回 小野　　眞
40回 片山　　昇
40回 木村　哲三
40回 篠田　勝郎

40回 須原芙士雄
40回 反町　　勝
40回 田中　次陸
40回 高井　敬二
40回 高口　恭行
40回 中川　　徹
40回 西垣　　敏
40回 野中　孝弘
40回 濱田　淳一
40回 林　　一郎
40回 藤井　重幸
40回 藤田　紀久
40回 本郷　　孝
40回 松宮　正幸
40回 村山　浩一
40回 森　　　明
40回 安岡　弘陽
40回 山�　崇正
40回 山村　俊郎
40回 吉田　謙二
40回 芳野　和人
40回 芳岡　隆三
40回 竹代　　正
41回 橋本　　久
41回 濱田　洪一
45回 小林　智夫
46回 入谷　泰生
46回 宮本　光晴
47回 播摩　義春
48回 伊賀　　誠

49回 河原　　啓
49回 村田　宣夫
52回 岡崎　裕夫
52回 野床　種保
52回 飛田　圭吾
53回 清水　　卓
54回 中野　　茂
54回 森行　重光
55回 御手洗　毅
56回 井上　正治
57回 白尾　誠二
57回 杉岡　直人
59回 島本　佳憲
59回 東野　　健
60回 池田　雅彦
60回 辻　　　純
60回 中山　裕雄

62回 相原　和彦
62回 吉岡　泰彦
65回 梶　　弘典
66回 秋田　　純
67回 坂　　好博
68回 中村　嘉宏
68回 橋本　修吾
69回 大津　雅亮
72回 小西　洋平
73回 内山　　興
74回 徳岡　俊治
75回 中祖　康智
82回 下谷　邦仁
83回 小西　　毅
旧教職員　靜利一郎
40回生有志一同
会員総会参加者有志一同

平成21年６月１日以降12月31日までにファンドに醵金くださいました方のご芳名を以下に掲載いたします（敬称略）。
まことにありがとうございました。（平成21年５月31日以前に醵金された方は73号～80号に掲載しております。）

平成21年度　甲陽ファンド管理委員会

委員長 金井　孝憲（40回）

委　員 江嵜健一郎（38回） 泥　　光重（39回）

松村　光雄（39回） 篠田　勝郎（40回）

平島　徳治（41回） 大野　忠雄（42回）

花木　　繁（42回） 平井　真一（43回）

渡邊　　功（43回） 中野　忠夫（44回）

執行部 有田　和男（31回） 中村　貞三（35回）

事務局 今西　　昭（57回） 箱田　光信（57回）
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0 
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6 
5 
1 
25 
6 
24

（50.0％） 
（7.1％） 
（20.0％） 
（4.2％） 
（4.2％） 
（9.4％） 
（15.4％） 
（4.1％） 
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（9.0％） 
（8.9％） 
（6.8％） 
（7.0％） 
（0.0％） 
（19.6％） 
（11.8％） 
（17.2％） 
（4.2％） 
（32.1％） 
（7.2％） 
（22.0％） 

回生 醵金者数 醵金者率 
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47 
48 
49 
50 
51 
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36 
42 
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56 
44 
65 
70 
12 
12 
10 
6 
19 
9 
12 
7 
14 
9 
11 
11 
7 
10 
12

（52.2％） 
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（48.9％） 
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（9.4％） 
（9.7％） 
（7.2％） 
（4.1％） 
（12.7％） 
（5.2％） 
（6.8％） 
（4.0％） 
（7.6％） 
（5.0％） 
（5.7％） 
（5.9％） 
（4.0％） 
（5.4％） 
（6.0％） 

回生 醵金者数 醵金者率 
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58 
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60 
61 
62 
63 
64 
65 
66 
67 
68 
69 
70 
71 
72 
73 
74 
75 
76 
77

11 
19 
20 
15 
16 
8 
19 
6 
7 
6 
4 
8 
4 
6 
3 
3 
13 
1 
6 
8 
5 
3

（6.0％） 
（8.9％） 
（10.7％） 
（7.3％） 
（8.3％） 
（4.4％） 
（9.0％） 
（3.8％） 
（4.3％） 
（3.6％） 
（2.5％） 
（4.7％） 
（2.4％） 
（3.5％） 
（1.7％） 
（1.8％） 
（6.8％） 
（0.6％） 
（3.9％） 
（4.8％） 
（3.2％） 
（1.8％） 

回生 醵金者数 醵金者率 
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82 
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85 
86 
87 
88 
89 
90 
高商1 
高商2 
高商3 
高商4 
工専1 
工専2

3 
1 
2 
1 
3 
8 
0 
1 
2 
3 
2 
1 
1 
0 
1 
1 
1 
5 
4

（1.7％） 
（0.6％） 
（1.1％） 
（0.5％） 
（4.0％） 
（4.0％） 
（0.0％） 
（0.5％） 
（1.0％） 
（1.5％） 
（1.0％） 
（0.5％） 
（0.5％） 
（0.0％） 
（2.0％） 
（2.4％） 
（2.2％） 
（8.6％） 
（8.0％） 

回生 醵金者数 醵金者率 

　　＊醵金者数は「述べ数」です。同一人物が複数回醵金された場合はその複数回をカウントしています。 
　＊＊醵金者率を算出する際の分母は、回生ごとの人数から物故者と住所不明者の人数を差し引いた数です。 
＊＊＊23回、36回、39回、40回で「ご一同様」からの醵金がありました。それについてはやむをえず１人分でカウントしています。 
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学校だより 「学ぶ 心、考 える 力」 「 学 ぶ 心 、考 え る 力 」 「 学 ぶ 心 、考 え る 力 」 甲陽学院中学校教頭 
大川貴史（55回） 

えています。実験の方法を自分で調べ、出てきた結果
の正否を自分で判断する。問題集の問題を解いて答え
をチェックするのとは格段に違う面白さに正直夢中に
なりました。私の化学事始めはまさにこのときである
と確信しております。
その後、甘みということから糖類に、やがて蛋白質へ
と関心は移り、大学では蛋白質の研究をしたいとまで
思うようになりました。実際、大学を卒業するときは
蛋白質の分析をテーマにしました。今となっては、も
う少し合成も勉強しておけばよかったという反省点も
ありますが、化学に限らず学問に対する姿勢は甲陽時
代に基礎が築かれたことは間違いありません。
甲陽学院が四本の柱で支えられているように、教育も
三足の鼎に例えられると思います。
第一は本人の経験です。勉強とは机に向かってするだ
けではありません。それこそ自身の五感をフルに使っ
て脳を刺激する必要があります。実験をすることで理
解が深められることも一つの証左です。ただ最近の生
徒を見ていると、普段の生活から得ているはずの経験
が不足しているように感じることが多々あります。特
に小学校低学年までの手作りの遊びや生活上の実体験
は、貴重な財産になるのではないでしょうか。合格す
るために多くの時間を受験勉強に費やしたことでしょ
うが、経験の幅の狭さが却って勉強を遠回りさせてい
るように思えてなりません。
次に、各論的な知識。語弊を恐れず言えば、母性的教
育です。しかし、ここではあまり言及しようとは思い
ません。今の日本には満ち溢れています。パターン学
習の徹底です。ただ、困ったことに、パターンとパタ
ーンの間隙を突くような問題に出くわすと途端に立ち
往生する姿をよく見かけます。
そして最後に、総論的智慧。父性的教育です。抽象論
を展開すること、これを苦手とする人は、意外と多い
のではないでしょうか。しかし、経験を活かし、各論
的知識の間隙を埋めるのに極めて重要な役割を果たし
ます。学ぼうとする心、わからないことを考え抜く強
靱な思考力の根底に流れる、即効性はないものの、絶
対に疎かにしてはならない観点であろうと思います。
『三冊子』に次のような言葉があります。
「新しみはつねに責むるがゆゑに一歩自然にすすむ

地より顕るるなり」
この言葉自体は、今日でいう俳句の心得を述べたも

ので、本来の意味は私の理解とは違っているのかもし
れませんが、若い頃から非常に心惹かれている言葉で
す。「つねに責むる」、言い換えれば、つねに物事に関
心をもちつつ考える心構えこそが、思わぬときに独創
的な発想を生むのだと解釈しています。
甲陽学院は今年で創立93年を迎える伝統校です。しか
し、伝統におもねることなく、つねに新鮮で活気溢れ
るバランスのとれた学校であり続けるべく、微力なが
ら尽力いたしたく存じております。皆様の忌憚のない
ご指導ご鞭撻を重ねてお願い申し上げます。

昨年４月、中学校の教頭
に就任いたしました。1968
年、甲陽学院中学校に入学
して以来、大学生のときを
除いて、ひたすら甲陽学院
で過ごしてまいりました。
純粋といえば聞こえがいい
ですが、井の中の蛙になり
かねません。皆様のご助言
を得ながら精進してまいる
所存でおりますので、よろ
しくお願いいたします。

甲陽学院は大きな四本の柱で支えられています。一つ
は学院経営を司る辰馬育英会、一つは教育に専念する
学校、一つは生徒たちを慈しみ育まれる育友会、そし
てもう一つは、1917年創立以来17000名を超える卒業生
により構成されている同窓会であります。この四者が
お互いの独立性を相互に尊重しつつ協力し合う中に、
今日の甲陽学院が築き上げられてきました。同窓生講
演会はその一例で、生徒に大きな刺激を与える絶好の
機会となっております。また、甲陽ファンドの益々の
充実は、同窓会と甲陽学院を結ぶ絆として、嬉しくも
あり、また有り難くも思っております。
私は、現在も甲陽学院の教員の一員として、化学の授
業を担当しておりますが、私が化学という分野を選ん
だ、その源は生徒として甲陽学院で過ごした六年間に
あるといって過言ではありません。
小学校時代の私は理科好きとはお世辞にも言えない子
供でした。計算をしたり、実験をしたりすることに拒
否感があるわけではなかったのですが、そんなに興味
をもてませんでした。中学校に入ってからも、その気
持ちは実はあまり変わりませんでした。しかし、甲陽
の先生方の、指導要領など一向に気にされていないよ
うな、信念にも似たご自身の科学観に基づく授業展開
の中で、自然科学のもつ人間臭さが、徐々に私の心を
「理科」と呼ばれる科目に向かわせていたのかなと、今
となっては感じます。
昨今、世の中では、｢ゆとり教育」の失敗などと叫ば

れていますが、指導要領が変更される度に右往左往し
てしまうような環境では、所詮「ゆとり」など生まれ
ません。真の「ゆとり」は確固たる学問観（ちょっと
大袈裟ですが）の上に初めて成り立つように思います。
その意味では、当時の甲陽学院は「ゆとり教育」の先
駆的存在だったのかもしれません。先ほど触れた同窓
生講演会は、いい意味での「ゆとり教育」の一端を担
ってもらっているように思います。
さて、そのような私が、「化学」に積極的に興味をも

つことができたのは、初めて中学校だけの単独開催と
なった「音楽と展覧の会」です。1970年、中３のとき
のことです。第１回ということもあり、多少張り切っ
ていたのでしょうか、私は化学部に所属して、当時社
会的に問題となっていた、食品中の人工甘味料の分析
を行いました。これが無性に楽しかったのを今でも覚

甲陽だより81号.qx  10.2.26 2:43 PM  ページ 5



甲　　陽　　だ　　よ　　り第 81 号 平成22年3月5日 （5）

学校だより 甲陽学院同窓生講演会 甲陽学院同窓生講演会 甲陽学院同窓生講演会 

ジャーナリスト  粟野　仁雄（56回） 

「この人、痴漢！」と言われたら 
－冤罪はある日突然あなたを襲う 
 

高
等
学
校 定延　利之（62回） 

神戸大学 大学院国際文化学研究科 教授 

『ことばと音声コミュニケーション』 
中 

学 

校 

2009年11月９日（月）の放課後、

甲陽学院高等学校視聴覚教室にお

いて、第９回の同窓生講演会を

開催しました。今回はフリージ

ャーナリストの粟野氏をお招き

しました。

粟野氏は、1975年に甲陽学院

高校を卒業した56回生。共同通信

記者を経て、現在はフリージャーナ

リストとして各種メディアでご活躍中です。ご著書も

多数ですが、2009年には中公新書ラクレから『「この人、

痴漢！」と言われたら』を出版され、折しも足利事件

などの冤罪事件が社会的注目を集める中、話題の書と

なりました。

当日は、自由参加にもかかわらず80名ほどの生徒が

集まり、会場は満員となりました。

粟野氏は、甲陽高校在学中の山下先生（現校長）の

思い出や当時阪急電車車内で痴漢と間違われたという

経験談から講演を始められました。

その後、「逮捕とは何か」として、生徒はあまり知ら

なかった私人逮捕のことや、通常逮捕、緊急逮捕、警

察や検察での勾留、留置所・拘置所・刑務所の区別な

どの基礎知識をご説明下さいました。

その上で痴漢冤罪事件について、映画『それでもボ

クはやっていない』、防衛医大教授の最高裁逆転無罪判

決、「でっちあげ痴漢」事件など、具体的にご紹介され、

痴漢冤罪から身を守る術もご教示いただきました。

さらに、「志布志事件」「富山婦女暴行冤罪」「足利事

件」「高知白バイ事故」などについて取り上げ、冤罪事

件を生む背景や構造、すなわち警察、検察、裁判所、

弁護士などそれぞれにおける問題点を解説して下さい

ました。

予定を超えて１時間余りの講演会となりましたが、

お話がいずれも具体的でわかりやすく、「ペンは剣より

も強し」という熱いジャーナリスト魂を生徒たちも感

じていたようです。

（甲陽学院高等学校教諭 今西昭 記）

2009年11月19日（木）の午後に甲陽

学院中学の講堂において第９回同

窓会講演が行われました。今回

講演をしてくださったのは62回

生の定延利之先生です。定延先

生は1981年に本校を卒業後、京

都大学法学部に進学、同校卒業

後に文学部に進まれ言語学者とし

てのスタートを切られました。現在

は神戸大学大学院国際文化学研究科教授としてご活躍

なさっています。

「今われわれの住んでいる世界には数千の言語がある。

そういう言語があるということが実はありがたいこと

なんだ。たくさんの言語を見るだけでも色々なことが

分かってくるということを３つのトピックに即してお

話をします。」と先生が話し出された後は一瞬にして私

たちを言語の世界へと引き込みました。取り扱う内容

は難解で素人が理解しにくいものに違いないのですが、

わかりやすく身近な例を引きながらの興味深い説明で

した。例えば１年おきに来る超大型台風というのは今

年来たら次に来るのは来年か？再来年か？三年ごとに

開催といった時今年の次に開催されるのは？夙川から

三駅目といった時岡本なのか？御影なのか？ 実は人に

よって答えが異なるのですが、それにはきっちりとし

た理由付けが出来るのです。そしてそのことは日本語

以外の言語があることでより明確になるということ

等々。質疑応答では在校生から「先生は何カ国語を操

ることができるのですか」 「一番素晴らしいなと思う

言葉はどんな物ですか？」等という質問が出され、こ

ちらにも一つ一つに丁寧に答えてくださいました。

「今世紀の終わりには９割の言語が失われる。グロ

バリーゼーションは避けがたいが 仕方なく自分達の言

葉を捨てざるを得ないという事実を少しでも考えてく

ださればと思います。」と締めくくられた講演は、丁寧

でいてわかりやすく、それでいて知の世界が持つ深遠

さや格調を感じさせるものでした。

（甲陽学院中学校教諭　嶋�由喬　記）
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学校だより ついに3連覇達成！ ついに3連覇達成！ ついに3連覇達成！ 第57回　甲陽・関学  交歓競技会 
3連覇を達成した生徒たちをねぎらい，山下校長は何

かご褒美を考えたいと話されました。そして後日、
中・高の生徒全員に記念の特製マグカップが贈られま
した。このカップで１杯飲むたびに、あの日の感動の
素晴らしい味を思い出すことができるでしょう。

第55回大会（2007年）
確か、卓球のゲームカウント4：4で最後に残ったダ

ブルスが最終セットまでもつれていて、両校の応援団
が固唾を呑んで見守る中、甲陽チームがその長いラリ
ーを制して最後のポイントを取った瞬間に、母校の12
年ぶりの総合優勝が決まったと記憶しています。通算
10回目となるこの久々の勝利に、校内全体が歓喜の渦
となりました。そして閉会式後、この年を最後に退職
される靜先生が選手たちに胴上げされて何度も宙に舞
う姿が今も思い出されます。

第56回大会（2008年）
母校の連覇なるかということで、甲陽中は選手も一

般生徒も教職員も相当に盛り上がっていたように思い
ます。バスケットボールでは序盤に10点以上差をつけ
られるという不利な試合展開の中、驚異的な粘りを見
せて最後に逆転勝利しました。また、野球では初回に
入れた４点を全員が一丸となって最後まで守り切り、
相手の追い上げを３点に抑えるというチームの結束力
を見せて、13年ぶりの勝利を収めました。閉会後、当
時の石川校長が「来年は是非３連覇を期待したい。」と
力強く述べられたことが記憶に残っています。

昨年9月11日（金）に母校の中学校で行われた甲陽・関
学交歓競技会（甲関戦）において、母校が3年連続総合優
勝という偉業を達成しました。
母校の2連覇を受けての甲関戦でしたが、昨年は新型

インフルエンザが流行中で、開催が危ぶまれた時期も
ありました。伝統の競技会を例年通り実施できたのは、
関係諸氏のご尽力の賜物と感謝いたします。
この日は好天に恵まれ、各種目とも熱気に満ちた好

ゲームが展開されました。午前中の種目の剣道では、
出場を予定していた主力選手5人のうちの2人をインフ
ルエンザで欠くという不利な状況において、代わって
出場した選手がともに相手と引き分けるという層の厚
さを見せて甲陽が快勝しました。続いて行われたバス
ケットボールでは、甲陽が先行して関学が逆転、さら
に逆転してまた逆転という展開で、最後の最後まで分
からない息詰まる熱戦の末、1点差で勝利。テニスも接
戦をものにして３勝２敗で午前中を終えました。

昼食休憩後の午後の部に入り、バレーボールは落ち
着いた試合運びで２セット連取の勝利。また，水泳で
は必ずしも十分な部員数とはいえない中、1人で5種目
も出場して次々と１位でゴールするという精鋭たちの
活躍が実を結んで点数上は同点となり、規定により1位
数の多さで勝利をもぎ取りました。残りの種目は敗れ
ましたが，5勝４敗の成績で3年連続通算12回目の総合
優勝を成し遂げたのです。これがどれほど驚くべき出
来事なのかというと、母校の勝利を伝える甲陽中学報
部の速報版の日付が20009年9月11日になっていたのに
違和感がなかったほどの大ニュースだったのです。

母　校　3 連　覇　へ　の　道

表中の甲・関は各競技の勝利チームを表す。※は１位数による。 
（通算成績甲陽12勝38敗7分） 

3年間の成績 

第55回(2007年) 
甲陽中 

第56回(2008年) 
関学中 

第57回(2009年) 
甲陽中 

回・会場 
種目 

陸 　 　 上  

野 　 　 球  

サ ッ カ ー  

卓 　 　 球  

テ ニ ス 

バ レ ー 

水    泳 

バスケット  

剣 　 　 道  

総 　 　 合  

25：23 

9：6 

1：0 

5：4 

5：2 

2：0 

41：15 

35：28 

3：2 

5：4

関 

関 

関 

甲 

甲 

甲 

関 

甲 

甲 

甲 

29：19 

4：3 

4：1 

5：4 

4：3 

2：0 

41：15 

39：37 

3：1 

6：3

甲 

甲 

関 

甲 

関 

甲 

関 

甲 

甲 

甲 

28：20 

3：1 

4：1 

7：2 

4：3 

2：0 

28：28 

47：46 

2：0 

5：4

関 

関 

関 

関 

甲 

甲 

甲 

甲 

甲 

甲 

※ 
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会　務　報　告

会報編集委員会1
第80号を平成21年７月18日付で発行。紙面は、巻頭言
・学校だより（石川校長退任、山下校長就任、創立記念
音楽会）・リレー随筆会・会務報告・ファンド関係・会
員だより・会員総会案内などでした。

会員総会運営委員会2
平成21年８月29日（土）の午後１時から４時30分まで、
ノボテル甲子園におきまして、恒例の夏の会員総会を挙
行しました。当日は、学校法人の辰馬章夫理事長、母校
の山下正昭校長、妙島秋男副校長、大川貴史教頭にもご
出席いただきました。
第１部は１階「鳴尾の間」にて式典と講演会。今回は
ゲストスピーカーとして一心寺の高口恭行長老（40回）
をお招きし、「一心寺で考えたこと」と題して、スライ
ドを使った１時間あまりのご講演をいただきました。ご
講演の後、文化プロデューサーの河内厚郎氏（52回）と
のミニ対談も行われました。
第２部は、会場を２階「甲陽の間」に移して懇親会。

乾杯後は懐かしい恩師の先生方や友人との会話、白鹿の
美酒とサントリーのウイスキー・ビールに酔いました。
ホームカミングデーの40回生、55回生、65回生の皆さん
の紹介があったあと、望洋会（高商・工専同窓会）の皆
さんを中心に『吾が愛する母校に寄する哀歌』を大合唱
しました。この歌はこの日のために讃井正敏氏（高商３
回）が作詞されたもので、「高校三年生」のメロディーに
乗せて参加者全員で歌いました。さらに高等学校校歌
（嗚呼青春の）、学院歌（大地のほてり）を斉唱したあと、
川渕秀和氏（44回）のリードでエールを交わし、お開き
となりました。
当日の参加者は約220名でした。

平成21年11月27日に行われました同窓会理事会における議論を中心に、会務についてご報告いたします。

甲陽ファンド管理委員会3
本格的にファンド委員会が発足してから５年目、在校

生への支給を始めてから４年目を迎えます。
１年目は34回生が、２年目は35回生と37回生が、３年
目は36回生と38回生が、４年目は39回生がそれぞれ中心
となって募金活動を行ってきました。平成21年は、40回
生が中心となり（金井孝憲委員長）、夏の会員総会での
「ホームカミング」と関連付けた企画で募金活動を行い
ました。また、会員総会の会場では募金箱を設置し醵金
を募りました。
在校生へは、今年度各学年１名と緊急採用２名の合計

８名に奨学金を給付しました。１名につき年間で20万円
です。
これまでに集まった醵金は約4500万円で、平成21年度
は４月から10月までで約330万円です。

平成21年度会計中間報告4
平成20年４月28日に行われました役員総会において、

平成21年度からの同窓会費改定が決定され、今年度か
ら新会費となりました。その内容は、
①　年会費は2000円（平成20年度までは1000円）
②　入会金は6000円（平成20年度までは3000円）
③　終身会費は下の表の通り

というものです。
会費改定により、会費納入が減少するのではないかと
いう心配もありましたが、今年度前期（４月～９月）
の収支集計では、年会費738,000円（年間予算1,000,000
円）、終身会費1,670,000円（年間予算1,400,000円）とな
っており、まずまずの納入状況で推移しました。
支出につきましても、およそ予算の範囲内で執行され　
ております。

30,000円

50,000円

49,000円

48,000円

47,000円

46,000円

45,000円

44,000円

43,000円

42,000円

41,000円

40,000円

39,000円

38,000円

91回～85回 

84回 

83回 

82回 

81回 

80回 

79回 

78回 

77回 

76回 

75回 

74回 

73回 

72回 

37,000円

36,000円

35,000円

34,000円

33,000円

32,000円

31,000円

30,000円

29,000円

28,000円

27,000円

26,000円

25,000円

24,000円 

71回 

70回 

69回 

68回 

67回 

66回 

65回 

64回 

63回 

62回 

61回 

60回 

59回 

58回 

23,000円

22,000円

21,000円

20,000円

19,000円

18,000円

17,000円

16,000円

15,000円

14,000円

13,000円

12,000円

11,000円

10,000円

57回 

56回 

55回 

54回 

53回 

52回 

51回 

50回 

49回 

48回 

47回 

46回 

45回 

44回～ 

終身会費納付額設定表（平成22年４月１日～平成2３年３月31日まで） 

30,000円

50,000円

49,000円

48,000円

47,000円

46,000円

45,000円

44,000円

43,000円

42,000円

41,000円

40,000円

39,000円

38,000円

90回～84回 

83回 

82回 

81回 

80回 

79回 

78回 

77回 

76回 

75回 

74回 

73回 

72回 

71回 

37,000円

36,000円

35,000円

34,000円

33,000円

32,000円

31,000円

30,000円

29,000円

28,000円

27,000円

26,000円

25,000円

24,000円 

70回 

69回 

68回 

67回 

66回 

65回 

64回 

63回 

62回 

61回 

60回 

59回 

58回 

57回 

23,000円

22,000円

21,000円

20,000円

19,000円

18,000円

17,000円

16,000円

15,000円

14,000円

13,000円

12,000円

11,000円

10,000円

56回 

55回 

54回 

53回 

52回 

51回 

50回 

49回 

48回 

47回 

46回 

45回 

44回 

43回～ 

終身会費納付額設定表（平成22年３月31日まで） 
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人 生の源流  人 生 の 源 流  
第16回 リレー随筆 

 早川　博（35回） 

人生もシニアーハイの年齢が近付くと、過ぎ去りし自己
の軌跡を振り返ることが多くなる。今存在する自分の源流
が何処にあるのか、若木であった自己の節目は？と考えた
時思い当たるのは、甲陽時代の仲間が企画した「集い」で
ある。
それは昭和32年の初夏であった。甲陽高校Ｃ組の同窓生
で、東大に在学していた阿部常彦君から１通の手紙が届い
た。
……今度の夏休みに、外国人を集めてテーマを決め、議論
をする会を作ろうと思う。参加しないか。……

昭和32年といえば、前年からの「神武景気」が貿易収支
の急速な悪化を原因として、次第に「鍋底不況」に移って
いった年である。だが人々は日々の生活に忙しく、日本と
海外とのかかわりについては殆ど関心を持たない時期であ
った。そんな時に上述のような提案をした阿部君の先見性
には今でも驚くばかりである。私自身も厳しい就職活動を
目前にしており、また前年には父親の死という人生の節目
に遭遇した時であった。真面目に勉学に励み、これから自
分がどう生きていくかを真剣に考えていた矢先だったの
で、二つ返事で参加することにした。高校の同じクラス、
Ｃ組の神保全孝君や太田佐喜夫君も参加を決めたので、早
速阿部君が企画に入った。
彼は「英文毎日」に
――Let's discuss about religions――
と題した広告を出した。10数人の日本人や在日の外国人が
応募してきた。外国人は英国人、アメリカ人、オランダ人、
中国人、インド人など国籍はばらばらであったが、当時は
まだ在日外国人の少ない頃だったから、彼らには興味のあ
る題材だったのだろう。ある時は太田家の２階で、またあ
る時は芦屋川沿いの大邸宅の２階を借りて、１週間に１回、
会合を持った。それまで英語による会話は経験が無く、テ
ーマも深く考えた事の無かった「宗教」である。私にとっ
てそんなに気楽な会合ではなかったが、それでも回を重ね
る毎に多少は仲間入りも出来るようになってきた。
たしか会を始めて１箇月ほど経った頃であったように記
憶している。メンバーの中にオランダ・ナショナル・ハン
デルス　バンクのオランダ人、２人がいた。１人は大阪の
備後町にあった大阪支店の副支店長のブリンクマン氏、も
う１人は同じ銀行の神戸支店副支店長のロッヘ氏である。
ブリンクマン氏は禅宗に関心があり、彼が友達のロッヘ氏
を誘って参加したようであった。そのロッヘ氏が垂水のジ
ェームス山にあった自宅へ招待してくれたのである。８月
の或る日曜日、阿部君や神保君たちと一緒に伺った。ロッ
ヘ氏の邸宅は神戸湾や淡路島を見渡せる高台にあり、大き
な西洋建築のお屋敷であった。
勿論西洋人のお宅を訪ねるのは始めての経験である。見
るもの、聞くもの全てが珍しかった。特にロッヘ氏が撮影
された16ミリ映画を鑑賞した時、身内に大きな衝撃が走っ
たのが判った。それはロッヘ氏がその年に訪れた香港を撮
影したものであった。後から知った事だが、ロッヘ氏は玄
人はだしの映画撮影技師で、香港ではドキュメンタリー映

画で幾つもの賞を獲得した経歴の持ち主だったようであ
る。従って画面は綺麗で出来映え素晴らしい。それまでは
香港といえば中国、広東省南部の島で、アヘン戦争により
英国に割譲された犯罪組織が闊歩する所ぐらいの知識しか
持っていなかった。ところが香港島に林立する近代的な高
層ビル群、島の南側にある瀟洒な「リパルスベイホテル」、
それと対照的なアバディーンの喧噪と賑わい……当時未だ
珍しかったカーラーフィルムであったから余計に印象は強
かった。――地球は広い。だが自分は日本以外の世界を全
く知らない。この広大な世界を自分の眼で確かめ、知識を
深め、世の役に立ちたい――との強い想いに捕らわれたの
である。
これが源流となり、その後の商社生活……繊維片手に世
界を飛び回る生活が始まった。海外３カ国に16年有余駐在、
出張した国は30カ国以上に及ぶ。初めての駐在国は偶然に
もロッヘ氏の映像の香港であった。その後中近東が市場と
なり、イスラム教の人々とのお付き合いが始まった。２度
目の駐在時では或る繊維メーカーとの合弁事業のパートナ
ーはユダヤ教信者であった。またその時の駐在国、中米の
コスタリカは憲法上にカトリックが国教であることを明記
している国である。３番目に駐在したオーストラリアは英
国国教の力が強い。そうした色々の宗教を信じる人々と交
流が深まるにつれ、学生時代に経験した、
――Let's discuss about religions――
が鮮明に浮かび上がり、夫々の宗教の特徴やそれを信仰す
る人々と、自分達日本人との社会観、倫理観の違いなどを
痛感させられた。これが現在の自分の人生観に強く影響を
及ぼしている事は疑うべくもないのである。
この会合は、参加した他のクラスメイトの人生観にも恐
らく何らかの影響を与えたであろう。企画した阿部君と上
述したオランダの銀行員、ブリンクマン氏との友情は彼の
生涯を通じて続く。昭和36年に彼が京都、南禅寺で挙げた
結婚式の仲人はなんとブリンクマン氏であった。その時の
状況をブリンクマン氏は、彼が平成17年に発刊した、在日
時の交流を描いた著作、『まがたま模様の落書き』に次の
ように記している。
「……そんな中、ちょっと珍しい依頼を引き受ける事に
なった。独身時代からの友人阿部常彦君が裕福な家のお嬢
さんと結婚することになり仲人を頼まれた。本来はある程
度社会的地位のある人がふさわしいのだが、両親から独立

．．．．．．

した１個人として
．．．．．．．．

、また国境を超えた友情を信じる人間と
．．．．．．．．．．．．．．．．．

して
．．
彼はわたしたちを選んだのだと言った」
阿部君にとってもこの会合が彼の人生という流れのひと
つの源流であったことは間違いないだろう。

早川　博　35回卒
昭和29年３月　甲陽学院高等学校卒業
同年４月　神戸大学経済学部入学

昭和33年３月　伊藤忠商事㈱入社
平成３年５月　㈱セシール入社
平成13年３月　㈱セシール退社
現在に至る

甲陽だより81号.qx  10.2.26 2:45 PM  ページ 9



甲　　陽　　だ　　よ　　り第 81 号 平成22年3月5日 （9）

告　　知　　板
☆ 同窓生の近著ご紹介 ☆

同窓会員の方から、最近出版された書籍をお知ら

せいただきましたので、紹介いたします。ご自身や

お知り合いの方の著作物などをご紹介くだされば、

検討の上、甲陽アーカイブスへの掲載も考えており

ますので、よろしくお願いいたします。

東野治之（46回）

『鑑真』（岩波新書）

☆ 中村泰三先生を偲ぶ会☆
去る１月４日永眠されました中村先生を偲ぶ会を

下記の通り行ないたいと存じます。クラス会の感覚
で、大勢お集まりいただけましたら幸いです。
日時：７月４日（日） 午後２時 ～ ４時
会場：ノボテル甲子園
会費：6000円程度
ご出席いただける方は、
メール：taizou.shinobukai@leto.eonet.ne.jp
はがき：〒665-0955 西宮市中葭原町2-15

甲陽学院中学校　箱田 宛
まで、４月末までにご連絡ください。
なお、詳細につきましては、決まり次第、下記ホ

ームページを更新いたしますのでご覧ください。
http://taizou.shinobukai.com/

発起人　山根 敏彦 (57回)
後藤 章暢 (60回)
鈴木 宏育 (61回)
長井 浩一 (69回)
島野 誠 (76回・生物部) 

☆ －お願い－　住所変更の届け ☆

＊会報の発行に際し、毎回・約100通に近い会報が

転居先不明で戻ってきます。

＊その都度、事務局で労力と時間をかけて、転居先

の調査を行い再発送を行っています。事務局の確

認作業にも限界があります。住居を移転された時

は、忘れずに事務局まで住所移転の通知をお願い

します。

＊各回卒の理事・評議員の皆様は、同期の方に住

所・勤務先等の変更の連絡がありましたら、必ず

事務局にも、ご連絡の程お願いを申し上げます。

☆ 新卒者の終身会費制度 ☆
今年高校を卒業した91回生の皆さんは、卒業時点

で終身会費を納めることを選択できます。詳細は、

追って振込用紙同封の文書にてご案内いたします。

また、これに伴い、卒業後7年以内の方（卒業時

に7年分の年会費を前納）でも、ご希望により終身

会費制に移行していただけるようになっています。

その際の金額はP.７の表をご覧下さい。

楠
原
　
義
治
氏

名
川
　
純
平
氏

日
高
　
文
一
氏

河
西
　
信
雄
氏

渡
辺
　
重
五
氏

森
　
　
　
健
氏

青
山
　
敏
男
氏

北
村
　
　
廣
氏

鈴
木
　
　
智
氏

立
川
　
達
治
氏

扇
谷
冨
美
男
氏

（
10
回
）

09
年
３
月
19
日

（
10
回
）

05
年
３
月
19
日

（
10
回
）

09
年
９
月

（
12
回
）

09
年
６
月

（
12
回
）

09
年
10
月
19
日

（
14
回
）

09
年
７
月
７
日

（
18
回
）

09
年
３
月
13
日

（
19
回
）

09
年
４
月
４
日

（
19
回
）

09
年
８
月
５
日

（
19
回
）

08
年
12
月
９
日

（
20
回
）

08
年
８
月
25
日

訃
　
報

（
平
成
22
年
１
月
31
日
現
在
）

事
務
局
で
は
左
記
会
員
の
逝
去
の
報
に
接
し
ま
し
た
。

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

酒
井
栄
治
郎
氏

山
下
三
紀
夫
氏

四
井
　
好
男
氏

高
橋
　
　
明
氏

湯
浅
　
逸
郎
氏

横
山
　
　
弘
氏

飾
森
　
　
望
氏

廣
瀬
　
磯
雄
氏

伊
東
　
純
一
氏

西
中
　
　
弘
氏

大
川
四
津
雄
氏

嘉
治
井
久
雄
氏

久
野
　
昭
雄
氏

真
田
　
卓
幸
氏

樋
口
　
嘉
章
氏

樋
口
　
嘉
甫
氏

松
井
　
昭
治
氏

田
中
　
　
博
氏

山
下
　
繁
治
氏

川
西
　
　
澄
氏

東
　
　
雅
弘
氏

辰
馬
　
秀
夫
氏

村
松
　
　
暁
氏

青
木
　
一
弘
氏

粟
村
　
　
洋
氏

東
　
　
辰
彦
氏

斎
藤
　
芳
秀
氏

中
嶋
堅
志
郎
氏

大
家
　
暁
雄
氏

木
下
　
義
隆
氏

森
本
　
静
夫
氏

三
木
　
真
介
氏

生
駒
　
英
造
氏

飯
田
　
良
成
氏

別
所
　
信
平
氏

大
田
　
武
次
氏

二
宮
　
幹
夫
氏

西
岡
　
勝
美
氏

谷
口
　
正
夫
氏

（
20
回
）

06
年
１
月
28
日

（
20
回
）

07
年
４
月
22
日

（
20
回
）

09
年
５
月
16
日

（
21
回
）

08
年
８
月
30
日

（
21
回
）

09
年
10
月
17
日

（
21
回
）

09
年
３
月
23
日

（
21
回
）

09
年
４
月
11
日

（
22
回
）

09
年
９
月
20
日

（
22
回
）

08
年
８
月
23
日

（
24
回
）

08
年
２
月
５
日

（
25
回
）

09
年
11
月
18
日

（
25
回
）

09
年
10
月
31
日

（
25
回
）

09
年
５
月
15
日

（
25
回
）

09
年
６
月
７
日

（
25
回
）

09
年

（
25
回
）

09
年
３
月
19
日

（
25
回
）

09
年
４
月
30
日

（
26
回
）

08
年
８
月
４
日

（
29
回
）

09
年
９
月
25
日

（
33
回
）

08
年
11
月
５
日

（
33
回
）

07
年
10
月
５
日

（
35
回
）

10
年
１
月
22
日

（
35
回
）

10
年
１
月

（
40
回
）

09
年
６
月
16
日

（
40
回
）

（
40
回
）

（
40
回
）

08
年
８
月
29
日

（
40
回
）

09
年
８
月
22
日

（
41
回
）

09
年
７
月
１
日

（
43
回
）

08
年
４
月
15
日

（
43
回
）

08
年
９
月

（
50
回
）

09
年
10
月
５
日

（
高
商
２
）
09
年
３
月
25
日

（
高
商
３
）
09
年
12
月
19
日

（
高
商
３
）
08
年
12
月

（
高
商
４
）
07
年
５
月
16
日

（
高
商
４
）
07
年
７
月
21
日

（
工
専
１
）
09
年
１
月
２
日

（
工
専
１
）
09
年
７
月
13
日
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平成12年3月まで母校甲陽学院
の校長を務められた中村泰三先生
が本年１月４日に逝去されまし
た。享年81歳でした。中村先生は
昭和48年に着任されて以来生物の
授業を担当され、平成3年に教頭、
平成6年に校長に就任されました。

在りし日の先生を偲んで、現校長の山下正昭先生と同窓
生の方々から追悼文を頂きましたので、以下に掲載いた
します。

中村泰三先生（元校長）　逝去  中村泰三先生（元校長）　逝去  

甲陽学院高等学校中学校　校長　山下　正昭
中村先生とのお付き合いは、1973年４月７日の甲陽学
院中学校の入学式に始まります。先生と私とは20歳ほど
の年齢差があるのですが甲陽学院では同期でした。入学
式の後、事務室の奥の狭い場所で待機している間中、そ
の場を取り仕切っておられた姿が昨日のことのように思
い出されます。二人とも甲子園の高等学校が振出しで、
当時の生物実験室の設備が不十分であることを随分聞か
されました。その翌年、57回生が高二になったとき、伊
藤健三先生の後を受けて担任に就かれました。先生は生
徒の心をつかむのがお上手で、途中から担任団に加わっ
ても常に自分のペースで事にあたっておられました。
その後、61回生、65回生の担任をされ、69回生の学年
主任に就かれました。このときのＢ組担任は山本弘先生、
Ｃ組担任山下という顔ぶれでした。担任団の打ち合わせ
のときなど、先生は問題を提起した後はだんまりで、
我々に思う存分喋らせ最後に「それじゃこないしょう」
と言われるのが常でした。その間ご自身はお茶のサービ
スをされていました。気配りの人であったと思います。
1987～1988年の２年間は高等学校で進学資料室の室長、
1990年は中学校の教務主任、1991～1993年は中学校の教
頭、1994～1999年は第八代校長というように要職を歴任
されました。退職後2000～2009年は辰馬育英会の監事を
務められました。
先生の通られた後は砂利道が舗装された道路に変わっ
たと言えるでしょう。また教頭在任中、中学校校舎建替
工事委員会の委員長も務められました。あちこちから出
てくる要望を最大限に取り上げ出来上がったのが現在の
中学校です。校舎の外壁を覆うタイルは別注で焼かせた
ものを使うというこだわりようで贅沢な造りになってい
ます。
校長に就任された次の年に阪神淡路大震災に見舞われ
ました。このとき各方面から頂いた義援金はすべて被災
した生徒のために使われました。精力的に活動されいち
早く授業の再開にこぎつけることができました。その後、
創立80周年記念事業などに取り組まれました。また、教
職員の持っている力を引き出すことにも力を注いでおら
れました。

中村泰三先生を偲んで

岩瀬　文人（57回）
中村先生と初めてお会いしたのは、私が高校に進学し

た1973年4月でした。新しい生物の先生が着任され、そ
の先生は大学受験のための生物の問題集を出版してい
て、これを買って勉強すれば100点間違いなし！という
うわさが流れ、皆で書店に走った覚えがあります。もっ
とも先生はそんなことは先刻ご承知で、試験前に「問題
集からは出しません」と釘を刺されたのは言うまでもあ
りません。
中学校の3年間、少々型破りな東先生による生物の授

業を受けてきた身には、オーソドックスな中村先生の授
業は却って新鮮でした。オーソドックスとはいえ決して
暗記を求める授業ではなく、「何でそうなるのか」を理
解することに重点を置き、実験や観察を織り交ぜた先生
の授業はいつも楽しみで、ルシフェリンとルシフェラー
ゼによる生物発光やATPと筋収縮の実験は、今もよく
覚えています。
中村先生が高校生物部の顧問になって、生物部の部室

も様変わりしました。それまで昆虫を中心とした標本収
集に特化し、「死に物部」と呼ばれていた「生物部」の
部室には、生き物の営みの面白さを、実験や観察によっ
て実感することをとても大切にしておられた中村先生の
指導により、魚類の飼育水槽が置かれ、ハムスターの飼
育ケージが並び、奄美大島での採集旅行で持ち帰ったキ
ノボリトカゲまで飼われている飼育部屋に変貌しまし
た。
高校2年の夏休みには生物部員の発案で奄美大島へ採

集旅行が敢行されました。先生はこれを観なさいとかど
こへ行こうとか言うわけでもなく、いつもにこにこ笑っ
て部員と行動を共にし、見るもの全てが驚きに満ちた亜
熱帯の山や海を駆け回る私たちを黙って見守っていて下
さいました。また、私が和歌山県の串本海中公園センタ
ーに就職した時には、「ちょうど良い中学校生物部の合
宿場ができた」と、毎年バスをチャーターして合宿に来
ていただきました。この合宿でも活動内容は生徒の自主
的な計画に任せ、先生はやはりにこにこ笑って生徒の様
子を見守っておられました。
高校２～３年生にはＤ組の担任としてもお世話になり

ました。Ｄ組は変わり者ばっかりや、あーせいこーせい
て言うても聞かんやろ、好きにせえ、と言いながら何か
問題があると、なんや、どないしたんや、とまっすぐに
見つめられて話を聞いてもらったのは、私ばかりではな
いと思います。
私が卒業して後、高校移転、中学校新校舎建設、校長

就任、阪神大震災と、息つく間もなく走ってこられた先

中村先生を偲んで

先生を短い言葉で表現すれば、気配りの人、面倒見
のいい情熱家ということになるでしょう。
私への最後のお言葉は「甲陽を頼む」でした。最後

まで甲陽を愛し、また後進を気遣っておられたのだと
思います。先生のご冥福をお祈りいたします。
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丸山　和久（61回）
昨年12月初め、甲陽同窓生Ｓ君から電話をもらいまし
た。用件は今年1月2日にほぼ20年ぶりで開催することに
なった61回生の同窓会に関してでしたが、その電話で中
村先生が入院されていることを聞きました。ほんの3～4
か月前に、暑かろうが月1回はゴルフに行っている、と
元気そうにお話されていたのを思い出しながらお見舞い
に行かせていただきました。「です」「ます」で言い切る
口調はいつも通りながら、それが少し弱々しいことに寂
しい思いをしました。そして病室を出る際にした握手で
もっと強く手を握っておけばよかった、と思っています。
私たち61回生は甲子園の校舎に入学した最後の学年で
す。昭和52年4月坊主頭・制服から解放され、高校から
の入学組を迎えクラス数も増えました。そのＤ組の担任
として私たちは中村先生と出会いました。当時「アライ
グマ」とささやかれていた記憶もありますが、私たちは
もっぱら「タイゾー」でした。その後、現校舎への移転
をまたいで3年間お世話になりました。ある時は面談と
いう形で相談に乗っていただき、またある時は皆の前で
出席簿などを使い厳しく指導していただきました。熱い
先生でした。また九州への修学旅行からの帰り、私たち
はフェリー内のあちこちで大騒ぎした覚えがあります。
その頃引率教師の部屋では、乗り合わせた他校からクレ
ームが来た時の対応を相談していたんだ（山田先生を校
長先生役に仕立てようとか・・・）、と語ってくれる愉
快な先生でした。卒業後もお正月には生物部・サッカー
部のメンバーを中心に大挙して押しかけ、奥様にもたい
へんご迷惑をかけました。
個人的には、在学中は3年間の担任（Ｄ組×３）、サッ

カー部の顧問（本当は野球部の顧問がしたかったそうで
す）、授業では理系生物まで（実験が多くて楽しかった）、
とフルコースでお世話になりました。卒業後も大学進学
までご心配をかけ続け、仲人をしていただき、遠方から
迎えた妻を折りにふれ気遣っていただき、最近では娘た
ちの進学先のアドバイスを頂戴しました。気の利いた追
悼文は書けませんが、お世話になったことは次から次へ
と浮かんできます。あらためて中村先生からしていただ
いたことの多さ・大きさに感謝しております。
訃報を聞いてから、初めてお会いした当時の中村先生
の年齢と今の私の年齢が同じことに気がつきました。先
生にお返し出来ていない分、これから私がしていかなけ
ればならないことはたくさんありそうです。また中村先
生はご家族に「81年の人生　悔いなし」とおっしゃられ
たとお聞きしました。同じことが言えるようにと、最後
に大きな宿題をいただいたつもりでおります。

中村先生、安らかに
合田　五郎（69回）

中村先生。あまりにも突然の報せに私はまだ呆然とし
ています。
つい２年前の69回卒業生同窓会で大いに語り、大いに
楽しまれていた先生を思い出すと、今でもこの報せを現
実として受け入れられないでいます。私の頭には、先生
と過ごしたあの懐かしい香櫨園での中学時代、甲陽園で
の高校時代の出来事とともに、先生の笑顔と笑い声が蘇
ってきては、走馬灯のようにグルグルと回っています。
私は中学時代、生物部に所属しました。私は子供のこ

ろから動物が好きだったこともあり、生物室にいた生物
部の先輩が飼育している生き物や実験用のカエルなどを
熱心に眺めていたところ、中村先生があのいつもの笑顔
で「合田君、君は生き物が好きか。そうか、いつでもこ
こへ来なさい。」と言って頂き、それからいつの間にか
生物部に加えて頂いたと記憶しています。中村先生から、
これをしなさいあれをしなさいと言われた記憶は殆どな
く、好きなことをやっている我々をニコニコと見守って
頂いていました。生物部では、甲陽の先輩がいらっしゃ
る関係で和歌山・串本の海中公園に合宿に行ったことも
ありました。その際も、中村先生はその先輩とニコニコ
しながら甲陽時代の昔話をされるだけで、我々には「お
もしろいか？先輩にいろいろと教えてもらいなさい。」
と言うだけでした。でも、私はその合宿で子供心にこう
思ったのです、「甲陽の先輩にはこうやって自分の大好
きなことを仕事にしている人がいるんだ。勉強って本当
は受験とかのためにするものだけじゃないんだ。」と。
高校に入ってからは、音楽に熱中したこともあって生

物部は典型的な幽霊部員になっていましたが、中村先生
は生物部に来いとはおっしゃらず、逆にあたかも「いろ
んなことに好奇心を持って、一生懸命やってみることは
良いことだ」とでも言うように、学院祭での演奏をニコ
ニコと見ておられました。
書けばきりが無いほどの思い出が蘇ってきますが、中

学生、高校生という少年から青年へ成長していく時間を、
学年の仲間とともに先生のあたたかで広くて深い懐の中
で過ごし、先生が無言のうちに教えてくださったことは
「君たちには甲陽という青春の故郷がある。そこで得た
ものを忘れなければ、これからの人生もきっと素晴らし
いものに出来る」ということではないかと、私は思って
います。
先生、本当にありがとうございました。これからも天

の上から我々を見守ってください。

中村先生を偲んで

生は、それでもお会いするたびに変わらぬ暖かい眼差
しでまっすぐに私の目を見て、元気か、とおっしゃっ
て下さいました。近年は、忙しさにかまけてお会いす
ることもなかったのが悔やまれます。私にとって、真
に師と言える大切な人を失いました。いろいろなこと
が次々と思い出され、収拾がつきません。
どうか安らかにお休み下さい。ありがとうございま

した。合掌

なお葬儀の日は、先の同窓会の報告にもう一度お見
舞いに行かせていただこうかと思っていた日でした。
ご家族のお許しを得て、当日の集合写真を棺の中に入
れさせていただきました。
中村先生　本当に本当にいろいろとありがとうござい
ました。安らかにお眠り下さい。

「中村泰三先生を偲ぶ会」のご案内を９ページの
告知板に掲載しています。
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母校で長く教鞭をとられた
佐々木尚先生が、昨年10月19日
に逝去されました。78歳でした。
謹んでご報告いたします。
佐々木先生は昭和53年から平
成8年までの18年間、英語の授
業を担当されました。

佐々木尚先生　逝去  佐々木尚先生　逝去  

林　久之（68回）
私たちの学年は、佐々木先生が甲陽に来られて最初の
中学から高校まで6年持ち上がりの学年になりました。
それまで高校で教鞭をとられていましたので、まだ小学
校気分も抜けない中学生を教えるのは、さぞご苦労され
たのではないかと思います。

＊
しかし先生は、そんな未熟な私たちもある意味大人と
して、厳しくもユーモアのある指導で導いてくれました。
他の教科ができても英語ができない生徒には遠慮なく
「おまえは英語はできんな～」。「read between the
lines」と言えば「おまえら、行間読みすぎて変な答ばっ
かりするな～」。「おまえ英語ができんでどこの大学に行
こう言うんや」。毎日のように「ぼやかれて」いました。
時には出席簿の角で叩かれる生徒もいました。実はかな
り痛かったはず。
でも、授業中に沈滞ムードが蔓延した時には「おまえ
らほんまに内容がないよう」といったダジャレを言った
り、「カバみたいなあくびすんなよ」と笑顔（あきれ
顔？）で言ってくれたりしてなごませてくれるなどの気
遣いもいただていました。そんな先生の愛情が生徒にも
伝わっていたこともあり、言葉も叩きも半ばやられるの
を期待していました。
もちろん、授業内容も秀逸でした。「英語は５文型だ

け覚えればできる」「とにかく単語を覚えろ」といった
シンプルだけど的確な指導は、私たちの受験だけでなく、
のちに家庭教師などで指導する時も大いに参考になりま
した。

＊
教壇を離れるといわば「おしゃれでやさしい英国紳士」
でした。フォルクスワーゲンゴルフを操り、サマセッ
ト・モームを愛読し、ファッションも持ち物もセンスが
あったように思います。中学時代は卓球部の顧問として、
ご自身も時々ラケットを持って指導しておられました。
もっとも、中学生では全く歯が立たないほどの腕前で、
指導にならなかったかもしれませんが…。中学で父を亡
くした私には、何かにつけ「お母さんは元気なのか」と
声をかけてくれました。音展では、普段聞かないロック
のライブも聴きに来てくれました。ボーカルの生徒は
「英語の歌やろうけど何言うてんのかさっぱりわからへ
ん」とは言われていましたが、大変嬉しかったそうです。

佐々木尚先生を偲んで

そういった愛情も気遣いもある先生だったので、２
年前の卒業20周年を記念した学年同窓会にお越しいた
だけなかった時は、寂しさの反面、「何かあったのかな」
とも思っていました。その頃からかなり悪い状態だっ
たかもしれませんが、みんなに心配をかけまいとした
配慮だったと思います。お亡くなりになられたことを
あまり広く知らせないようご家族の方に言っていたの
も、そういった考えだったのでしょう。

＊
先生に最初にお会いした時の先生の年齢に近づいて

きた昨今、先生の愛情や指導がどれほど偉大でどれほ
ど大変なことだったか、をひしひしと感じる毎日です。
6年間、どの生徒も見捨てず、どんなに怠けたり逃げ回
ったりしても、最後まで叱って叱って教え続けること
がどれほど大変なことか、「普通にやれよ」と言い続け
るのがどれだけ根気のいることか、ある意味、指導す
る立場になってようやくわかってきました。今後は、
佐々木先生の教えを胸に根気と愛情を持って、部下や
子どもに接していきたいと思います。
最後になりましたが、今回の追悼文執筆に際し、エ

ピソードなどで色々とご協力いただいた奥山博之君、
樫本恒平君、門上晃久君、白鷺洲秀信君、妹尾浩史君、
橋本修吾君、森健君、山岡利成君、横田茂君に深く御
礼を申し上げるとともに、佐々木先生のご冥福、残さ
れたご家族の方の今後のご健康をお祈りしたいと思い
ます。

合掌

会員だより
21回 橘組　クラス会
平成21年11月４日（水）第37回目の橘会を開催しました。
会場は今回も昨年と同様にＪＲ芦屋駅前のホテル『竹園』
でした。定刻前に参加者７名集合し、事務的な報告の後
乾杯をして、それぞれの近況などを語りながら楽しく会
食をしました。

写真は、後列左から　宮津雅雄・林信男・羽間重光・
樋口達彦、前列左から　井本幸雄・森岡甲子男・濱口博
章の７名です。
次の38回目の橘会は、平成22年11月２日（火曜日）、場
所は本年同様ホテル『竹園』と決定し予約しました。１年
先のことですが、御予定をお願いします。
幹事は、林信男がさせて頂きます。宜しく御願い致し
ます。 （林　信男　記）
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関ペ組 傘寿会

戦中戦後の学制改革で、卒業年次が26、27、28回と異なるが、
学園入学は共に昭和17年。学徒動員先が関西ペイントと同じ
釜のメシを食った同窓生が、昨秋、大阪キタ新地「まえだ」
に集まった。80の傘寿を互いに慰労言祝ぐ宴である。
「三盃ニシテ耳熱ク歌声発ス、猶歓喜ノ情少年ニ似タリ」
の漢詩どおりだ。終身会長とされる望月君の「ボケタラあ
かん」の歌（古籍商天牛翁作詞）の解説に始まって、各老来
し方を本音で述懐、川柳を始めた金子君が「わが輩のもう
一度見たいはお葬式」。ついでは傍島君が「そろそろ最後
の恋をしてみたい」と茶化してヤンヤの喝采を浴びた。
国体鎮護の神兵育成教育で、わが寿命はよくて23歳までか

と思いこまされた戦中、食うか食われるかの弱肉強食の戦後
乱世をしたたかに体当りで生き抜いた仲間は刻を忘れた。
薄暮、鬼籍入りの旧友を悼み、闘病中の友が全快して

今夏の同窓総会には動員先の違った神鋼、阪神電鉄組の
同期にも呼びかけて再会することを約して散会とした。

（原田　記）
（後列左より望月、金子、前浦、松原、武田
前列左より岡田、傍島、毛利、原田の９氏）
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22回 橘友会

平成21年６月19日12時、阪急グランドビル28階の土佐料
理「司」で、２年ぶりの橘友会を開催しました。
前回の出席者８名中３名が他界という寂しさを打ち破
ろうと、東京、津山からの参加もあり６名が集合、懐旧
談に花を咲かせ大いに盛り上がりました。
当日配布した「橘友会記録」は昭和30年から今回まで、
31回の会合と旅行及び参加者氏名を記録したもので、ご参
考までに昭和18「Ｋ組」卒業生の現況と共にご報告します。
・会合～学年合同８回、一泊旅行８回、その他15回、
出席者延342名、一回平均11名
・現況～卒業時53名中、物故者27名、消息不明10名、
生存者16名（内まあ元気な者は約半数）
写真は左から酒井、齋藤、池田貞夫、伊藤、芦田、池
田善海です。 （酒井　記）

24回 梅組秀光美会

25回 桜組・桃組　合同クラス会

24期梅組（Ｂ組）の秀光美会は、年３～４回のペース
で大阪本町の石橋事務所を、石橋君のご好意で会場とし
て、昼食会を開催している。
この10月９日（金）、秀光美会例会開催時のスナップ写
真を送ります。
昨年、安部規之君、竹下茂夫君を亡くし、今年又、西中
弘君を送ることになり、減り続ける八十歳のクラスメー
トの話は、病と健康法の話が中心なれど、若かりし甲陽
時代の“悪がき話”に花を咲かせ、“健康有っての人生”
と締め括り散会しました。
写真は、前列　石橋　山根　田中

後列　古田夫妻　大戸　讃井の面々です。
古田勝己（0977-67-2775）f-cartome@sea.plala.or.jp

平成21年度桜組・桃組合同クラス会を10月15日（木）に、
大阪・北新地パーティーパークで開催しました。
本年は、桜組４名、桃組４名、計８名の出席でありま
した。桜組では小田さんが山形県鶴岡から、桃組では馬
場さんが香川県高松から出席されました。
当初、両組併せて13名の出席予定でありましたが、当
日に急用が出来たり、体調不良のため出席出来なくなっ
た方があり、８名となりました。

今回の合同クラス会は、両組共に、出席者が年々減少
して来て居る事もあり、偶々、両組共、毎年、同じ会場
を、殆ど同じ時期に、利用して居たので、合同で開催す
れば人数も多くなり、賑やかに盛り上るのでは、と言う
事で開催しました。
結果は思った通り、愉快に楽しく過ごす事が出来ました。
考えて見れば、我々は中学３年生の中頃から、勤労動
員に狩り出され、それもクラス単位で別々の軍需工場へ
行き、卒業してしまったため、学年全体としての交流の
機会が薄く、又卒業後約60数年を経過しているので、名
前と顔が一致しない方もありましたが、自己紹介等で面
白い話が出たりして、大いに打ち解けて、時の過ぎるの
を忘れて歓談しました。
最後は、校歌及び応援歌の大合唱で締め括り、来年の
再会を約束して散会しました。
今回の出席者は、桜組：余部光男、小田圭昭、松浦守、
安達正昭、桃組：池内龍雄、大塚雅也、田中邦彦、馬場
英三の８名でありました。 （安達　記）
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39回 古希記念同窓会

日　時： 2009年10月22日（木）～23日（金）
場　所：蒲郡市　三谷温泉　ホテル「サンヒルズ三河湾」
参加者：宮本茂先生、中島博先生、中川経治先生

関東組 14名、関西組 28名、夫人１名
幹　事：（関東）石原、市田、大図、早崎、林、永滝、前田

（関西）大西、大前、奥村、川野、泥、三木
我々39回生は昭和33年３月に卒業し、ＡＢＣ３クラス
の計142名である。物故者は現在19名になる。
これまで全体の同窓会を甲子園や大阪などで９回実施
したのに加えて、関東組は毎年３月に定期的に、関西組
は３ヶ月毎に任意に集まって旧交を温めてきた。今回は
東西合同で古希を記念して中間点近くの温泉でゆっくり
と宿泊してやろうとの声があがり、３月から東が企画・
準備の中心となり、西が協力する方式で進めてきた。両
日とも絶好の秋晴れとなり、参加者一様にリフレッシュ
気分で大満足の集いとなった。
《10月22日》東西から各自それぞれ夕方までにホテルに
集合し、先ずは夕暮れの三河湾を眼下に温泉をゆったり
と満喫した。
午後６時半に宴会場に入り、記念の集合写真（翌朝に
配布）をプロに撮ってもらい、東西組が混じり合って着

38回 同窓会

２年ぶりの38回生同窓会が、平成21年11月15日ノボテ
ル甲子園において開催された。中学卒業から55年、高校
卒業から52年、全員古希を経て70歳代に入ったが、まだ
後期高齢者には至らない。今回は北海道、首都圏、中部
などからの遠来者８名を含む総勢38名が集うことが出来
たのは嬉しい。来賓としてご臨席いただいた宮本茂先生
をはじめ中島博先生、中川経治先生の３名の恩師は、い
ずれもご壮健で、教え子を称える温かいスピーチに同窓
生一同感動した。そして、長年ブラジルに在勤、日本・
ブラジル両国の交流に今なお熱心に取り組んでいる多田
義治君が、「これからが面白いブラジル」と題して新興
経済国として注目を集め、2014年サッカーワールド杯、
2016年夏季オリンピック開催など話題に事欠かないブラ
ジルの魅力を映像や画像を交えた熱いトークに一同聞き
入った。中高時代にタイムスリップした楽しい３時間は
あっという間に過ぎ、次期幹事選出のあと一同で校歌を
斉唱、再会を願ってお開きとなった。
今回の同窓会直前に、スケッチ＆エッセイでお馴染み
の江�健一郎君が第44回神戸市老人美術作品展の日本画
部門において金賞を受賞、会場に作品を展示して皆さん
にお披露目をしたこともつけ加えておきたい。（大中）

席、宴会に入った。代表幹事の大図君の挨拶のあと、宮
本先生に乾杯の音頭をお願いした。先生は来年90歳（卆
寿）になられるが、奥さまとの馴れ初めから周囲の反対
を押し切って結婚されるまでのこと、今もお二人で助け
あいながら楽しくお暮らしの様子などを現役時代と変わ
らぬしっかりとした口調で実に面白く初公開された。大
変に感動し、刺激された後、早崎君の軽妙な司会で酒宴
に移った。酒が入ると忽ちにして青春時代にタイムスリ
ップ、50年以上も会っていない者、顔と名前が一致しな
い者も「俺・お前」の仲に戻り、あちこちで肩を叩きあ
い手を握り合っての歓談の輪が拡がって行った。
物故者への黙祷の後、頃合いをみて中島博先生が今も
深く研究を続けてられる「独楽の特性」の応用として
「地球の歳差運動」をデモンストレイションされた。先
生はこの日のために百円ショップで探し求められた小さ
な地球儀を工夫し手直しされたとのことで、その熱意に
も併せて感服した。中川先生からも色々とユーモアに富
む体験談をいただいた。
この後、泥君も進行役に加わり、指名された東西の各
人が体験談や近況などを披露しあう内に予定時間も過
ぎ、校歌と学院歌を大合唱して、大いに盛り上がった宴
会を終えた。
宴会の後もまだまだ懐かしく語り足りない連中が大

勢、ホールやロビーで夜遅くまで輪を作って飲み交わし
談笑した。
《10月23日》朝食後に事情があって帰宅する者以外はゴ
ルフ組と観光組に分かれての行動となった。両組とも快
晴のもと、存分に三河の一日を賑やかに満喫できた。
ゴルフ組（18名）
みなとゴルフ倶楽部　（杉本英世プロ設計）
18Ｈ　ストロークプレイ， ダブルペリア方式
優勝：川地　95（ハンディ22）
ＢＧ：榊　　85（目標のエージシューターに届かず）
表彰式、懇親会の後、午後４時過ぎ現地解散。
観光組（16名、中島先生、中川先生もご一緒）
ガイド付き大型貸切バスに乗り、吉良家ゆかりの「吉
良華蔵寺」→　阿弥陀堂が国宝の「金蓮寺」→　がん封
じで有名な「西浦無量寺」→　世界中の貝種を集め、浦
島竜宮城を模した「蒲郡ファンタジー館」→「竹島水族
館」を観て最後に竹島海岸を散策後、午後３時過ぎ蒲郡
駅で解散。
蒲郡まで遠路をお越しいただき、会を盛り上げていた
だいた先生方には改めてお礼申し上げます。我々一同こ
れからも掛け替えのない日々を大切に過ごし、喜寿にも
今回の様に記念同窓会を催せることを切に望むものであ
る。 （奥村　記）
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44回 藤吉会

「藤吉会」は昭和32年に中学校・藤野学級に入学し
た44回生のクラス会です。年に２回ほど開催していま
すが、昨年の忘年会の様子をお知らせします。
恩師である藤野吉平先生はこれまで毎回ご出席いた

だいていましたが、一昨年あたりから体調が必ずしも
よくなく、また病気療養中の奥様が昨年11月にお亡く
なりになられたこともあって、忘年会へのご出席が叶
わないのではないかと案じておりました。ところが先
生の方から、是非出席したい、とのお申し出があり、
幹事の矢切君、山田君の手配で先生のお住まい（次女宅）
に近い六甲アイランドで昼に行うこととなりました。
当日は東京からも含めて20名ほどのクラスメートが

集うなか、お目を悪くされてほとんど視野を失われた
先生は２人のお孫さんに付き添われて、久しぶりにお
元気に会場に着かれました。最近は積極的にヘルパー
さんと散歩に出たり、好きな肉をやめて野菜をとるよ
うにしているとのことで、以前よりスマートになられ
たようにお見受けしました。先生からのご挨拶は、「心
配をかけた、久しぶりにみんなに会えて嬉しい、これ
からも来たい」というようなことでしたが、大変大き
なお声ではっきりと話されていたのが印象的でした。
我々も一人一人が先生の傍にいって手をとって間近に
お話しをいたしました。２人のお孫さんも甲斐甲斐し
く寄り添われ、先生も安心されているようでした。な
ごやかでにぎやかな雰囲気のなか、お開きとなりまし
たが、後日先生にお礼の電話をすると、「本当に楽しか
った、次回もぜひ出るので近くでやってほしい」との
コメントをいただきました。お元気な先生に久しぶり
にお会いできて我々も安心し、次の会が大いに楽しみ
です。 （記責・林）

62回 山下正昭先生
校長ご就任お祝いの会

去る12月５日に大阪・梅田のホテルにおいて、山下先生
が初めて担任された学年である62回卒の有志により校長ご
就任お祝いの会を行いました。幹事の手際の悪さから年末
の慌ただしい時期での開催となった上、メールによる案内
にもかかわらず、遠方からの参加や20年ぶりに姿を見せた
者を含め20名の参加を得る事ができました。
当日は先生から母校の現状や、校長になられてからの生

活の変化などお話し頂きました。また、参加者からは、在
学当時20歳代後半の先生が叱咤激励型？で我々をお教え頂
いた時の様々なエピソードをはじめ、最近では遠足の際に
先生を中心に輪ができるなど生徒と親しくしておられる様
子や、学校説明会で笑いを取られる先生の姿への驚き？な
どそれぞれに想いを語り、終始笑いの絶えない楽しい会と
なり、次回の再会を約束して散会となりました。
なお、次回同期同窓会は、2012年を目途に日程や内容につ
いて今後、メールやミニ同窓会を通じ議論を行いたいと考
えています。その他の連絡のためにも未だメールアドレス
を登録していない方は、koyo@watase.infoまでご連絡をお願
いします。（渡瀬）

54回・55回対抗ゴルフコンペ

11月８日（日）54回10名・55回９名が参加して、快晴のよ
みうりゴルフウエストコースにてゴルフコンペを行いまし
た。このコンペは年２回春と秋に開催しており、和気藹々
ながらも年次対抗戦もあるため参加者は皆真剣にプレーを
しています。競技方法は毎回幹事の特権で決められており、
今回は個人戦がハンディ上限無しのＷペリア方式、対抗戦
が各年次の平均グロススコアでの勝負、で行いました。遅
い時間のスタートにもかかわらず、早くから練習場で打ち
込む熱心な参加者が多数いました。日没近くまで続いた熱
戦の結果、個人戦は優勝が55回坂本和則、準優勝が54回橋
本通夫、３位が54回正木隆造。対抗戦は100対105で54回が
勝利し、55回の連勝はストップしました。

＝ ＝　予告　＝ ＝

今年、平成22年度の会員総会は、８月の最

終土曜日にあたる８月28日に予定しています。

詳細は次号「甲陽だより」にてご案内いたし

ます。

次回は５月16日（日）同じよみうりゴルフウエストコー
スにて行います。次回の幹事は54回が吉井友実、55回が坂
本です。今まで連絡が来ていなくて参加を希望される方は
各年次の幹事にご連絡下さい。初めての方も遠方の方も大
歓迎です。次回に向けて54回生は連勝を、55回生は雪辱を
果たす為練習に励んでいるはずです。 （坂本　記）

「付添いのお孫さんと一緒の先生」

甲陽だより81号.qx  10.2.26 2:47 PM  ページ 16



甲　　陽　　だ　　よ　　り（16） 平成22年3月5日 第 81 号

第5回　同窓会ゴルフ

10月18日（日）「武庫の台ゴルフコース」で第５回同窓会ゴ
ルフコンペが８組30名参加の下行われました。
当日はこれ以上のお天気はないと言うぐらいの快晴に恵

まれ、しかも「日本オープン」最終日と重なり、風呂から
上がり石川遼ら３人のプレーオフを観ながらの懇親会とな
り、終日ゴルフ漬けの一日でした。優勝は（ベスグロ88とも）
篠田勝郎氏（40回）でした。グロス２位は長老の平田豊氏の
89がみんなの注目を集めました。更に今回は44回から67回で
３組の参加があり、世話人としては嬉しい限りでした。又
中山裕雄氏（60回）の世話で静先生退官記念コンサートのＣ
Ｄが売られ、売上金は「甲陽ファンド」に寄進、「武庫の台
ゴルフ」からは参加者にボール、優勝者にキャディバッグ
が寄贈されました。尚、当ゴルフコース運営会社「関電ア
メニックス」重役の伊東武氏（45回）にはエントリー他色々
とご高配を戴きました。この場を借りてお礼申し上げます。
これまでの優勝者は下記の通りです。
１回　小野　晃（29回）、２回　小野　晃
３回　篠田勝郎（40回）、４回　喜安洋三（60回）
５回　篠田勝郎の各氏。
次回幹事南方龍雄氏（23回）篠田勝郎氏（40回）です。

（中村貞三・35回　記）

４月18日（日）「武庫の台ゴルフコース」
※８時集合　９時アウト・イン分かれてスタート
※プレーフィー　￥16,000（昼食代参加賞ボール含む）
※懇親会費　￥3,000
※賞品は各自お家で眠っている￥3,000相当の品物を
ご持参下さい。

10組40名満ち次第締め切り
参加申し込みは下記の何れかへ締め切り３月末日
中村貞三（35回） TEL&FAX 072-777-1009

Eメール　teisan@d4.dion.ne.jp

次回第6回同窓会コンペご案内

グリー部

平成21年８月15日午後２時から宝塚ベガホールで演奏会が
行われました。プログラムは
１．フォスター名曲集：現役高校生　指揮　松井義知
２．草野心平の詩から：ＯＢ　　　　指揮　渡辺真康
３．グリー部愛唱曲集：ＯＢ　　　　指揮　杉山恭史
４．草野心平詩「富士山」：合同　　指揮　松井義知
現役高校生28名は、昨年群馬県の全国高校総合文化祭に、
高校単独の男声合唱団としてただ１校初出場した自信と実
力を披露し、ＯＢ48名も歌い続けてきたであろう多田武彦
他の曲を楽しく歌い上げ、男声合唱の醍醐味を聴かせてく
れました。最後は「甲陽学院のうた」を全員心を一つにし
て高らかに合唱しました。 （22回　酒井新介）

第57回甲陽灘サッカー定期戦

2009年６月28日甲陽学院高等学校グラウンドにおいて、第
57回甲陽灘サッカー定期戦がおこなわれました。９時開会
式の後、中学校の試合は２－０で甲陽学院の勝利、また高
等学校の試合は１－０でやはり甲陽学院が勝利しました。
その後、ＯＢ戦がおこなわれましたが、甲陽、灘いずれ

も参加していただけるＯＢの数が極めて少なく、現役部員
が代行する状態が続いています。ＯＢの皆様の積極的なご
参加をお願いします。

サッカー部　初蹴り会

新春の恒例行事、初蹴り会は平成22年１月３日10時より甲
陽学院高校グラウンドにておこなわれました。ＯＢ会長
中村貞三氏による記念撮影もはさんで、最初は現役選手チ
ーム対ＯＢチーム、続いてＯＢチーム対ＯＢチームなどの
試合が多数おこなわれました。本年は暖かい日差しにもめ
ぐまれ、さわやかな気分で思う存分サッカーを楽しむこと
ができました。
来年もまた同様の日時にて開催を予定しております。

個々にお知らせはいたしませんが、日程の確認などは甲陽
学院ホームページにてご覧いただけるようになっています。
来年もまた、奮って御参加ください。

☆「会報・甲陽だより」の原稿募集 ☆
＊次号・第82号は、本年７月末頃発行の予定です。
＊「会員だより（同期会・クラス会）」・「運動部・文
化部のＯＢ会だより」・「詩・短歌・俳句の発
表」・「クラス会・同好会・研究会等の連絡」など
のご投稿をお待ちしています。

＊原稿の締切日は、本年６月10日です。
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